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腕時計を分解してみると正確に時を刻むのが如何に複雑な過程かが分かる。動力源によって発生した力

が、調速部品によって一定速度の動きへと変換され、いくつもの歯車を経て最終的に秒針、分針、時針

の動きとなって表示される。体内の時計も同様に複雑で、遺伝子が形成する複雑なネットワークによって

発振し、様々な生理現象のリズムを調節している。しかし腕時計と大きく異なるのは、体内時計には明示

的な表示機能や設計図がないとし、うことである。

腕時計と違って体内時計は全体の設計図が最初から存在するわけで、はない為、体内時計を構成する

部品がいったい何個あるのか、各部品の役割は何なのかが、わからない。そもそも体内時計が体内の時

を刻む原理は何なのかすら不明である。また体内時計がおかしくなったときにどのように修理すればよい

かについて、マニュアルがあるわけでもない。シンポジウムでは、このような状況の中で、部品を探し出し、

各部品の特徴を測り、全体の振る舞いを制御しながら、時にはーから組み立てることによって生命現象の

理解を試みている様子を紹介する。
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